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電力用 コ ン デ ンサの温度上昇･に就て
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TemperatureRise of Capacitorsfor Power LineService

By Takao Murayama

HitaehiWorks,Hitachi,Ltd.

Abstraet

TheJapanese ElectrotechnicalCommittee's Code(JEC-61)stipulates that the

CaPaCitor should be permitted for use on the basis of the temperature rise onits

Outer Surface notexceeding25OC.This regulationwas established based onthe fact

thatthe temperatureinside the capacitors was hard to measure andthe temperature

rise of 25つC on the surface could be considered toindicate a safe value for the

interior mechanism of capacitors up to300kVA,this capacity being regardedthen

as practicalmaximumlimit.

However,it goes without saying thatthelife of the capacitordepends not on

the surface temperature buton the temperature rise of the highesttemperature spot

inside.Further,the-1imit of capacity has been extended so far that500kVA

CaPaCitors are now commercially produced･

The examination ofinside thermaldistribution effected recently by the writer

using single-Phase50cycle417kVA capacitorrevealedthat,insuch sizeof capacitor

the surface temperature could exceed250C with theinside temperature riselower

thanlO5OC whichis thelimit of temperature rise permissible for the class A

insulation.

From the above,the writer calculated

of capacitors250C,Should be reconsidered

temperature rise.

〔Ⅰ〕緒 盲

電力用コンデンサ規格(JEC-61)でほ､コンデンサの

温動こ裁ては器壁温度上昇のみを規定してあるが､その

理由は内部工心/メントの温度上昇が､構造上測定困難で

あること及び当時考えられていた最大容量器300kVA

のコンデンサに放て､各社製品の界壁温度上昇が19～

230Cに収まっていたからである｡近時単器容量 400～

500kVAのコンデンサが普通に製作されるようになつ
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thatthe existinglimit of temperaturerise

for revision making reference oftheinside

たが､この場合温度上昇の限度について如何に考えるべ

きであろうか｡この事はJIS(C一柑02)親絡制定当時も

審議されたのであるが､結局単器容量ほ300kVAまで

を考慮する事として､器壁温度上昇を250C以下と規定

された｡しかしながらコンデンサの寿命を左右するもの

ほ､器壁温度でほなく､内部最高温度点の温度であるこ

とほ論を倹たない｡従ってこの温度が如何になるかを念

頭におきながら器壁温度上昇の高低を論ずべきであろ

う｡この意味に於て､製作者はその製品の内部最高温度

点の温度上昇を低くするべく努力すると同時に､その数
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第1図 417kVA,3,175V 単相 50⊂b コンデンサ

(内部温度分布測定用)

Fig.1.Outside Viewof417kVA3,175Vl¢50¢｡

CapacitorofwhichInternaITemperature

Distribution was Measured
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第2図 417kVAコンデンサの器壁温度上昇

Fig.2.Temperature Rise at the Cover of

417kVA Capacitor
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第3図 417kVAコンデンサのtan∂の温度特性

Fig.3.tan∂- Temperature Characteristic of

417kVA Capacitor

値を把握しておかねばならない｡今回417kVA単相50

㌔コンデンサの内部温度上昇分布を測定したので､その

結果を記し参考に供する次第である｡

〔ⅠⅠ〕417kVAコソデンサの器壁温度上昇

第】図は供試器の写真である｡その仕様は下記の如く

∴∴

容量 417kVA 単相50･㌔ 定格 圧3,175V

回路電圧22,000V

第2図は試験結果を元す｡本券程度の大容量器になる

と､熱容量大なるため､普通の温度上昇試験でほ長時間

を要する｡従って簡便法として､一旦加熱炉で温めた後

定格周波数の定格電圧を印加して温度上昇が一定になる

までの経過を記録した｡最高の場所ほカバー上で 24〇C

である｡参考のために120%過電圧で(容量は600kVA

となる)連続運転時の器壁温度上昇を測定したところ

32ロCであった｡

第3図はtan∂と器壁温度の関係を元す｡即ち周囲温

度400Cの場合に､両者の交点で運転されている事を示

したもので､本圃匿於てtan~∂の温度による変化が大な

る場合は､斜線との交点が高温度になることを示し､絶

縁が益々劣化することを示す｡即ちtan∂の温度特性が

経線劣化判定の最も有力な手段であることが分る｡

〔ⅠⅠⅠ〕417kVAコンデンサの内部温度

上昇分布

欝壁温度上昇の測定と並行して､内部温度分布を測定

した 果が第1表である｡表中○印中の数字はサーチコ

イルの番号を示し､その挿入箇所ほ第1表の通りである｡

内部温度分布を測定するためをこは､このように予め多

数のサーチコイルを内部に挿入しておかねばならない｡



力用 コ

ンデンサの､温度上昇に就て
403

第1表

Tablel.

417kVA コ ン デ ン サ の 内 部 温 度 分 布

InternalTemperature Distribution of417kVA Capacitor
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53 37.0;35.5

従って製品に対しては実施出

_･37.5:29.0:31.5

締金具聞

第1

ないので別に試験用のコ

ンサを製作して型式試験白勺に実施しているわけであ

〔ⅠⅤ〕結 果 の 検

第1表の終呆より次の事が明らかである｡

(1)エレメント締金具は冷却効果が大であるが局部的

である｡

(2)中間冷却ダクトの効果は認められる｡即ちA,A

エレメントのダクト側はB,~B/及びC,C/エレメ

ントよりも温度が低い｡

(3〕上段エレメント群は下段エレメント群より温度が

高いのほ当 である｡

(4)局部的に低いエレメント締金具聞を除けば､最高

.貢低の差ほ上段でほ
6.50C,下段では60C,上下を

通じて100Cである｡即ち温度分布は比較的均等で

ある｡

(5)このコンデンサほ､周囲温度400Cの場合､器壁

表 附 図
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第4図 300kVAコンデンサの温度上昇曲線

Fig.4.Temperature Rise Curve of3COl(VA

Capacitor



404 昭和28年2月 日 立 評 論 第35巻 第2号

温度は鮎OC,内部最高温度点は78.50Cで､両者の

差は14･50Cである｡この値は300kVA,11kV,

相､60亡り器でほ約120Cである｡(第4図参照)

A種絶縁物の許容温度が1050Cであることを考えれ

ば､本コンデンサは､非常に余裕をもって運転されてい

ることが明らかであり､全然劣化の心配がない｡

〔Ⅴ〕績 言

近時電圧調整用として､1箇所隼10,000kVA以上の

コンデンサが設置される場合には､その単許容量ほ経済

的見地から益々大きいものが要求せられる傾向にある｡

今回納入した東京 力安城変電所柄20,000kVA,22,000

Ⅴ,50凸ロコソデンサに於ても､その単器容量ほ417kVA

である∴本許はJEC-61には､勿論合格し､その他あら
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ゆる点に於て優秀な成績を示した｡しかしながら単器容

量が倍増大して､例えば500kVA程度になれば､特別

の冷却法を講じない限り誇壁温度上昇が250Cを超過す

る場合も考えられる｡その場合に於ても運転状態に於け

る内部最高温度点の温度がA種絶縁物の許容温度105〇J

C以下であれば間鮭でなく､器壁温度上昇温度を250Cに

おさえることがおかしいのであって､認壁湿度上昇ほ現

在の規格以上の温度上昇を許すべきであろう｡500kVA

の場合の内部景高温圧点を前記 417kVAの試験絡果を

参酌して推定するに温度上昇480Cとなり､周囲温度

400C としても倫十分の余裕があるわけである｡以上の

ような考えの下に､我々は如何にして内部温度分布を均

等にし且つ低下させるかということに日夜苦心している

次第である｡極めて常識的な本文が読者諸賢の参考にな

れば幸いである｡

ホ イ ス ト

この発明は､ホイスト機枠2のエンドブラケット3に

巻胴17のハブ22を支持せしめ､この巻胴17の内部

には回転軸1に固定した小歯草11と二種の歯部を有す

る遊星歯車12 と､これら二種の歯部に噛合うリングギ

ヤ18及び19を密閉収納し､このリングギヤの一つ18

は巻胴内に固着し､他の一つ19はこれのハブ20をェソ

ドブラケツト3に取付た軸受4けによって固定せしめ､

且つ回転軸1の一端は駆動用電動機軸6とスプライソキ

ー部7によって結合せしめたものである｡

この巻胴装置ほ以上説明したように､減速歯車機構を

巻胴中に収納したものであるからその形体を小型となし

得るものである｡更にその分解組立に当っては､エンド

ブラケット3を横枠2より取外すことによって､回転軸

1ほスプライソキー部7より外れるから上記減速機構を

巻胴中に収納したまゝ､巻胴を機枠より引出し分解組立

上極めて便利である等の特長を有するものであって､ホ
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イスト巻胴装置としての新型式を提案したものである｡
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